
様式１－１ 

指 定 管 理 業 務 評 価 結 果 書 

１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称  倉敷市新渓園  

(2) 指定管理者 

所在地 倉敷市中央２丁目６－１  

名 称 倉敷観光コンベンションビューロー・クラレテクノ共同事業体 

代表者 公益社団法人 倉敷観光コンベンションビューロー  

会長 藤原 秀則 

(3) 公の施設の所管部署  倉敷市文化産業局文化観光部観光課  

(4) 評価対象期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで  

２ 総合評価結果 

(1) 市の評価 

今年度は「施設の景観保持」に重点を置き、評

価を行った。施設内部（敬倹堂・游心亭）につい

ては、障子の修繕や畳の表替えを実施し、利用者

の満足度向上に努めた。施設外部については、隣

接する施設との境界に設置していた老朽化した

バリケードを、倉敷の特産品である畳縁を活用し

た木製バリケードに更新（２２基）。通常の施設

の維持管理に加え、地域資源のＰＲ、景観の向上

を兼ねた効果的な取り組みを実施した。  

また、美観地区を中心に開催されたＧ７倉敷労

働雇用大臣会合に向けて樹木剪定、砂利の補充な

どの受入環境整備を実施するなど、各種イベント

への積極的な参画が見られた。  

 

総合評価 
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(2) 指定管理者の自己評価  

施設の管理運営については、市民の集会場やウェディング会

場、展示場、コンベンション会場としての貸出業務を実施する

とともに、景観に配慮した清掃・剪定による景観保持等、適切

且つ円滑な管理運営を行いました。特に建物の管理について

は、敬倹堂の畳表替えを実施したほか、市と連絡調整をしなが

ら、建物の検査、修繕等を適切に実施しました。 

協定書に定められた、イベント会場としての活用に加え、SNS

での情報発信を積極的に行うことや、集会場としてのみではな

く、美観地区の主要な観光資源の一つとして観光客に喜んでい

ただけるよう、予約のない時は一般開放を行うなど、おもてな

しや利用促進を図りました。 

利用件数については、３年目になる新型コロナウィルス感染

症の影響がありながらも、行動制限・マスク着用の緩和などを

受け、順調に増えコロナ禍前の実績並となりました。 
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その結果、利用者の事故、クレーム等もなく、適切な運営が

できたものと考えます。 

(3) アンケート結果の概要  

「全体の満足度」は、９７％の満足度（満足・ほぼ満足）が得

られており、非常に高い水準を維持している。  

 また、管理運営に関するその他の項目（「職員の対応」「施設

の清潔感」「安全対策」）についても、いずれも９５％以上の満

足度が得られており、質の高いサービスが提供できていること

が伺える。 

３ 施設の利用状況  

(1) 利用実績 

新渓園利用件数  

令和４年度    令和３年度     

４８６件     ３７９件     （前年度比１２８％） 

新渓園利用者数  

令和４年度    令和３年度     

４７，６３７人  １６，８３２人  （前年度比２８３％） 

(2) 事業の内容 

・施設等の使用許可に関する業務  

・施設等の維持管理に関する業務  

・使用料の徴収に関する業務  

４ 収支 

(1) 収入 

（指定管理者の収入）  

 総額  １０ ,５８０千円 

  市からの指定管理料（委託料）    ８ ,４５０千円 

  利用料金              ２ ,１２８千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出）  

 総額  １１，０８２千円 

主な支出    委託費         ３，６５２千円

（植栽管理費・松活力注入・機械警備・清掃費用・消防点検

設備・害虫、ねずみ駆除ほか） 

人件費         ３，８５２千円 

        修繕料         １ ,６２２千円 

光熱水費        １ ,２２３千円 

消耗品費          ３０９千円 

事務経費（クラレテクノ）  ２０５千円 

その他経費         ２１６千円 

 


